
























































































































































































































































































































































































































































































　キルケゴールからの引用は、著作集 Ｓøｒｅｎ　Ｋｉｅｒｋｅɡａａｒｄｓ　Ｓａⅿˡｅｄｅ　Ｖæｒｋｅｒ, udg. af A. B. 
Drachmann, J. L. Heiberg og H. O. Lange, Bd. ₁‒₂₀, København：Gyldendal, ₁₉₆₂‒₁₉₆₄
により、慣例に従って、文中に巻数と頁数を示した。
　またテイラーの著作、Ａｆｔｅｒ　ɢｏｄ (Chicago: The University of Chicago Press, ₂₀₀₇) 
からの引用は文中に頁数を記した。
₁ Mark C. Taylor, Ｋｉｅｒｋｅɡａａｒｄ’ｓ　ｐｓｅｕｄｏｎｙⅿｏｕｓ　ａｕｔʰｏｒｓʰｉｐ　：　ａ　ｓｔｕｄｙ　ｏｆ　ｔｉⅿｅ　ａｎｄ　ｔʰｅ　
ｓｅˡｆ (Princeton, Princeton University Press, ₁₉₇₅).
₂ Mark C. Taylor, Ｊｏｕｒｎｅｙｓ　 ｔｏ　ｓｅˡｆʰｏｏｄ︐　ʜｅɡｅˡ　＆　Ｋｉｅｒｋｅɡａａｒｄ (Berkeley, University 
of California Press, ₁₉₈₀).
₃ Mark C. Ｔａｙˡｏｒ︐　Ｄｅｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｎɡ　ｔʰｅｏˡｏɡｙ (Atlanta, Scholars Press, ₁₉₈₂).
 Mark C. Taylor, Ｅｒｒｉｎɡ　：　ａ　ｐｏｓｔⅿｏｄｅｒｎ　ａ/ｔʰｅｏˡｏɡｙ (Chicago, University of Chicago 
Press, ₁₉₈₄).
 Mark C. Taylor, ɴｏｔｓ：　ʀｅˡｉɡｉｏｎ　ａｎｄ　ｐｏｓｔⅿｏｄｅｒｎｉｓⅿ (Chicago, University of Chicago 
Press, ₁₉₉₃).
 Mark C. Taylor, Ａｂｏｕｔ　ʀｅˡｉɡｉｏｎ：　Ｅｃｏｎｏⅿｉｅｓ　ｏｆ　Ｆａｉｔʰ　 ｉｎ　Ｖｉｒｔｕａˡ　Ｃｕˡｔｕｒｅ (Chicago, 
University of Chicago Press, ₁₉₉₉).
₄ Taylor, Ａｆｔｅｒ　ɢｏｄ, pp. ₃₅₆‒₉.
300 キルケゴールとマーク・C・テイラー
₅ Taylor, Ｋｉｅｒｋｅɡａａｒｄ’ｓ　ｐｓｅｕｄｏｎｙⅿｏｕｓ　ａｕｔʰｏｒｓʰｉｐ, p. ₃₄₆.  『自己への旅』でもこうし
た理解が繰り返される。Taylor, Ｊｏｕｒｎｅｙｓ　ｔｏ　Ｓｅˡｆʰｏｏｄ, p. ₂₇₁.
₆ キルケゴールは、自身の《あれかこれか》について、次のように説明している。「あ
れかこれか、この表題がすでに示しているように、これは美的なものと倫理的なも
のとの間の実存＝関係を、実存する個人性のうちに生じさせる」（₉, ₂₁₁）。
₇ この点に関しては、拙著、『キルケゴールと「キリスト教界」』、創文社、₂₀₁₄年を参
照されたい。
₈ 本書には芸術論もふんだんに盛り込まれているが、本論文では割愛する。
